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第 4 章では，で、んぷん分解酵素Taka-amylase A 及び、Pseudomonas isoamylase を取り上げ，溶
液中の分子形態を求め，結品中の分子構造と比較，検討している。 Taka-amylase A についてはX線




















でんぷん分解酵素の 1 つ Taka-amylase Aの分子全体の形は，単結品 X線回折によって得られたも
のに比べて球形に近いことを見出し，その差が主としてpH値の違いによるものと結論している。一方
Pseudomonαs isoamylaseで、は溶液中の分子は 3 つの主軸が50， 50, 100A である回転楕円体状である
ことを明かにし， さらにこの酵素の結晶化に成功，単結品についての結品学的データを求め，先に X
線小角散乱より得た分子形態の知見をもとに結晶内の分子の充填様式を推定している。
以上得られた結果は構造化学的に価値あり，またチトクロム酸化酵素及びアミラーゼの生化学的，
酵素活性とも関連して，学術的並びに工学的に貢献するところが大きし 3。よって本論文は博士論文と
して価値あるものと認める。
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